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はじめに

宇宙のある場所から突然ガンマ線を放射するガンマ線バーストと呼ばれる現象は1967年に
発見されて以来約35年にもなるが､いまだに謎に包まれた現象である｡特に1991年に打ち上
げられたNASAのCGRO (コンプトンガンマ線天文台)搭載のBATSE検出器が観測したバー
スト源の分布は､等方的でありながら空間的には非一様であった.これはバーストの発生天体
が銀河系外の宇宙論的な遠方に位置するか､銀河系をとりまく巨大なハローに分布するか､あ
るいは､太陽系のごく近傍に起源があるか､という距離スケールが非常に異なる3つのモデル
を示唆することになり､この距離によって実際に放出されているエネルギーの見積りが何桁も
違ってくる｡
このように､ガンマ線バーストの研究が混乱状態にある理由として､いつ､どこでバースト
が発生するのか全く予測できないために詳細な観測が難しいということがあげられる｡そこで
我々は空の広い範囲を常時監視し､バースト源の位置を正確に特定するとともに､広い波長域
にわたってバースト天体を観測してその正体を解明する必要がある｡
上記の目的を達成するためにガンマ線､X線､紫外線に感度のある3種類の観測器を搭載し

たHETE(高エネルギートランジェント天体観測)衛星がアメリカ､フランス､日本の国際協力
により1996年に打ち上げられた｡しかしながらこの衛星はロケットとの切り放しに失敗したた
め､装置を稼働させることはできずに終わった｡そこで我々は衛星の再打ち上げを目指し､す
ぐにHETE-ⅠⅠ衛星の実現を提案した｡
HETE-ⅠⅠ衛星には､ガンマ線､硬X線､軟X線､近紫外線の観測器が搭載され､X線観測
器では約数分角､近紫外線観測器では数秒角の精度でバースト発生位置を決定することができ
る｡HETE-ⅠⅠ衛星ではこれらの位置決定は機上で即座に行なわれ､その結果を常時地上へ放送
するので､地上の他波長の観測所や他の人工衛星での観測開始に要する時間が飛躍的に短くな
り､多波長で同時にガンマ線バーストの研究をおこなうことが可能となる｡
本研究では､HETE-ⅠⅠ衛星に搭載する観測装置の設計と試験､校正データの取得や解析ソフ
トの整備､衛星運用のための地上局の整備と運用手順の確立といった､HETE-ⅠⅠ衛星実現のた
めの研究が主であるが､HETE-ⅠⅠ衛星と主目的が同じである国際宇宙ステーション搭載用の観

測装置(MAXI)の開発にも取り組んだ｡また､HETE-ⅠⅠ衛星と連携して大型望遠鏡を擁する天
文台や電波天文台による追観測を推進するために､衛星からの情報が即座にインターネットを
通して各機関に通報されるような態勢を整えた｡しかしながらこのように大型の観測機関では､
観測スケジュールなどの制約から､直ちに観測対象を変更することは難しい｡このため､ガン
マ線バーストの追観測までにかかる時間が長く､対応天体の光度が検出限界以下になってしま
うことも考えられる.そこで我々はインターネットを通して入ってくる情報をもとに自動観測
を行なう小型の望遠鏡システムの構築も行なった｡小型の望遠鏡では検出限界という点では不
利になるが､すばやく追観測ができるので､対応天体の光度が高いうちに観測することになり､
その発見の可能性が高くなるものと考えられる｡

HETE-ⅠⅠ衛星は2000年10月9日､NASAによって予定の軌道に打ち上げられ､種々の試験
の結果､順調に動作していることが確認された｡またこの間の試験観測､およびその後の定常
観測において､2001年3月26日の時点までにガンマ線バーストらしさ現象を20例発見し､そ
のうち10例は他の衛星などによって確認されている｡これらのイベントについてはより詳細な
解析を続けており､今後ますます観測例が増えるものと期待される｡
本研究の遂行にあたっては､分担者だけでなく､国際共同研究の共同研究者や理化学研究所､
宇宙科学研究所､宇宙開発事業団､大阪大学の共同研究者の方々から多大なご助力を頂いた｡
ここに深く感謝する次第である｡
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K.Mori,H.Ogata,K.Yoshita,M.Yamauchi
Japan-GermanyWorkshoponAGNandtheX-raybackground,1999年11月1-3日

Vl



"HETE2計画の現状"

白崎裕治,河合誠之,吉田篤正,並木雅章,松岡勝,山内 誠 高岸邦夫 廿日出勇
第8回科学衛星 ･宇宙観測シンポジウム,2000年2月28日一3月1日

"programablelogicを用いたCCD駆動装置の開発"
夏苅権,阿久津大介,宮田恵美,浅沼,大谷,常沫博,能町,鳥居研一 ,冨田洋,上野史郎,杉崎睦
莱,松岡勝,河合誠之,吉田篤正,三原建弘,根来均,白崎裕治,桜井郁也,山内誠,田中勲
日本物理学会春の分科会,2000年3月30日-4月2日

"国際宇宙ステーション搭載全天X線監視装置(MAXI)の開発"
上野史郎,松岡 勝,鳥居研一,杉崎 睦,冨田 洋,自崎裕治,小松茂則,WeiminYuan,河合誠之,
吉田篤正,三原建弘,根来 均,桜井郁也,常沫 博,宮田恵美,山内誠 鎌江稔貞,田中勲
日本天文学会春季年会,2000年4月2-5日

"国際宇宙ステーション搭載全天X線監視装置(MAXI)搭載用CCDカメラの開発(ⅠⅠ)"
宮田恵美,阿久津大介,草苅 権,大谷正之,常沫 博,鳥居研一,冨田洋,上野史郎,杉崎 睦,松岡
勝,河合誠之,吉田矯正,三原建弘,根来 均,白崎裕治,桜井郁也,山内誠 田中勲
日本天文学会春季年会,2000年4月2-5日

"全天X線監視装置搭載用ガス比例計数管の特性"

白崎裕治,鳥居研一 ,杉崎睦,冨田洋,上野史郎,小松茂則,松岡勝,河合誠之,吉田篤正,三原建弘
航空宇宙学会 第16回宇宙ステーション講演会,2000年4月

"全天X線監視装置搭載用X線CCDの特性"
冨田洋,鳥居研一,杉崎睦,上野史郎,白崎裕治,小松茂則,松岡勝,常沫博,宮田恵美
航空宇宙学会 第16回宇宙ステーション講演会,2000年4月

"ガス比例計数管ガス増幅率のX線吸収位置への依存性 ⅠⅠⅠ"

白峰裕治,三原建弘,桜井郁也,河合誠之,吉田篤正,松岡勝,杉崎睦,蒲江稔貝,中川道夫
日本物理学会第55回年会,2000年9月22-25日

"国際宇宙ステーション搭載全天X線監視装置用CCDカメラ(SSC)の開発"
冨田洋,松岡勝,上野史郎,鳥居研一,杉崎睦,坂野正明,自崎裕治,Yuanweimin,常沫博,
宮田恵美,夏苅権,鎌塚友幸,河合誠之,吉田篤正,三原建弘,上橋雅志,田中勲
日本物理学会第55回年会,2000年9月22-25日

"HETE2計画の進行状況 ⅠⅠⅠ"

河合誠之,吉田矯正,松岡 勝,白峰裕治 ,山内 誠 高岸邦夫 廿日出 勇 GeorgeR.Ricker,他､
HETE2チーム

日本天文学会秋季年会,2000年10月5-7日

"国際宇宙ステーション搭載全天X線監視装置(MAXI)搭載用大面横位置敏感型ガス比例計数
管の開発"

杉崎睦､白崎裕治､松岡勝､三原建弘､桜井郁也､河合誠之､吉田篤正

日本天文学会秋季年会,2000年10月5-7日
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研究成果

本研究により発表した研究代表者や分担者による主な論文と口頭発表の集録を以下に転戦す
る｡

"Wide一BeldX-rayMonitoronHETE-2"
N.Kawaietal.,AstronomyandAstrophysicsSupplement,Vol.138,pp.563-564(1999)---1

"Perfわrmanceofthewide-丘eldx-raymonitoronboardtheHigh-EnergyTransientExplorer2"
Y.Shirasakietal.,Proc.ofSPIE,Vol.4012,pp･166-177(2000)-- -･･--･･--･･--･-･3

"HETE地上局"

山内誠 他,理研シンポジウム,1999年6月 ---･----------･- - ･･----15

HGRBO10213H

G.Rickeretal.,http://space.mit･edu/HETE/Bursts/GRBO10213/---- - --･----19

"MAXIMissionfortheSpaceStationandFutureASM"
M･Matsuokaetal･,AstronomischeNachrichten,Vol･320,No･4,pp･275-276(1999)---- 23

"MonitorofAll-skyX-rayImage(MAXI)forJEMontheInternationalSpaceStation"
N.Kawaietal.,AstronomischeNachrichten,Vol･320,No.4,p.372(1999)･･--･----･･25

"ObservationorGRBafterglowswithMAXIonJEM/ISS"
A･Yoshidaetal･,AstronomyandAstrophysicsSupplement,Vol･138,pp･4391440(1999)-･126

"Ⅹ-rayDetectorsandCalibrationSystemfbrtheMAXIMission"
K･Toriietal･,Proc･ofSPIE,Vol･3765,pp･636-644(1999)････････････････････････････････････････28

"TheMAXImissiononthelnternationalSpaceStation"
H･Tomidaetal･,Proc･ofSPIE,VoIAO12,pp･178-185(2000)････････････････････････････.････････37

"TheX-rayCCDcameraoftheMAXIexperimentontheISS/JEM"
E.Miyataetal.,NuclearlnstrumentsandMethodsinPhysicsResearchA,
Vol･436,pp･91-95(1999) ･--･-･-45

"WhatdidASCAseeintheGRB970828afterglow?"
A･Yoshidaetal･,AstronomyandAstrophJ,SicsSupplement,Vol･138,ppA33-434(1999)･････50

"Densematteraroundagamma-rayburst?"

A･Yoshidaetal･,AstronomischeNachrichten,Vol･320,No･4,pp.263-264(1999)
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